
青森公立大学教員募集（案） 

 

公立大学法人青森公立大学では、下記のとおり専任教員を公募していますので、希

望者は応募締切期日までに応募書類を郵送してください。 

記 

              

１ 募 集 分 野：「金融経済学」分野 

２ 職     位：教授、准教授または講師 

３ 募 集 人 員：１名            

４ 主要担当科目：「金融経済学 I・II」。「経済学基礎論」などのその他経済学科関連

科目、演習等。本学経済学科の開講科目については次の URL をご

参照ください。 

(https://www.nebuta.ac.jp/university-information/department-of-

economics） 

５ 着 任 時 期：２０２５年４月１日 

６ 雇 用 形 態：常勤（定年制）  

７ 応 募 資 格：大学院博士後期課程修了または修了見込みの者、もしくは博士号

取得者と同等以上の研究業績のある方。大学院の科目を担当でき

ることが望ましい。 

８ 応 募 書 類：封筒の表に「金融経済学」分野と朱書きのうえ、次の書類を簡易

書留郵便または宅配便等、配達状況が確実に記録される方法で送

付してください。  

①履歴書（本学所定の履歴書を利用し、高等学校卒業後の学歴及

び大学卒業後の職歴等を全て記載すること）  

②教育研究業績書（これまでの研究業績を全て記載すること）  

③審査用の代表的業績４点以内のコピー（著書や修士論文または

博士論文を提出する場合には、要旨をＡ４用紙で５枚程度に

まとめたものを添付すること） 

④採用後の本学での教育・研究・地域貢献（公開講座等）、学内

運営協力等についての所信をまとめたもの（書式は自由） 

※①及び②の様式は、 

https://www.nebuta.ac.jp/university-information/careers 

に掲載しておりますのでダウンロードしてお使いください。 

※応募書類は一切返却いたしませんので、予めご了承ください。  

９ 送 付 先：〒０３０－０１９６ 青森県青森市合子沢字山崎１５３－４  

青森公立大学総務企画グループ 総務企画チーム  

10 応 募 締 切：２０２４年６月２８日(金)必着 

11 そ の 他：この件に関しての問合わせは、本学総務企画グループ 総務企画

チーム 吉岡・山口（電話０１７-７６４-１５５５代）にお願い

いたします。  

以上 

資料６



青森公立大学教員募集（案） 

 

公立大学法人青森公立大学では、下記のとおり専任教員を公募していますので、希

望者は応募締切期日までに応募書類を郵送してください。 

記 

              

１ 募 集 分 野：「応用ミクロ経済学」分野 

２ 職     位：教授、准教授または講師 

３ 募 集 人 員：２名            

４ 主要担当科目：「ミクロ経済学」と「応用ミクロ経済学」から１科目。「経済学基

礎論」などのその他経済学科関連科目、演習等。本学経済学科の

開講科目については次の URL をご参照ください。 

(https://www.nebuta.ac.jp/university-information/department-of-

economics） 

５ 着 任 時 期：２０２５年４月１日 

６ 雇 用 形 態：常勤（定年制）  

７ 応 募 資 格：大学院博士後期課程修了または修了見込みの者、もしくは博士号

取得者と同等以上の研究業績のある方。大学院の科目を担当でき

ることが望ましい。研究手法は理論分析、実証分析どちらでも構

いません。 

８ 応 募 書 類：封筒の表に「応用ミクロ経済学」分野と朱書きのうえ、次の書類

を簡易書留郵便または宅配便等、配達状況が確実に記録される方

法で送付してください。  

①履歴書（本学所定の履歴書を利用し、高等学校卒業後の学歴及

び大学卒業後の職歴等を全て記載すること）  

②教育研究業績書（これまでの研究業績を全て記載すること）  

③審査用の代表的業績４点以内のコピー（著書や修士論文または

博士論文を提出する場合には、要旨をＡ４用紙で５枚程度に

まとめたものを添付すること） 

④採用後の本学での教育・研究・地域貢献（公開講座等）、学内

運営協力等についての所信をまとめたもの（書式は自由） 

※①及び②の様式は、 

https://www.nebuta.ac.jp/university-information/careers 

に掲載しておりますのでダウンロードしてお使いください。 

※応募書類は一切返却いたしませんので、予めご了承ください。  

９ 送 付 先：〒０３０－０１９６ 青森県青森市合子沢字山崎１５３－４  

青森公立大学総務企画グループ 総務企画チーム  

10 応 募 締 切：２０２４年６月２８日(金)必着 

11 そ の 他：この件に関しての問合わせは、本学総務企画グループ 総務企画

チーム 吉岡・山口（電話０１７-７６４-１５５５代）にお願い

いたします。                     以上 



青 森 公 立 大 学 教 員 募 集（案） 

 

公立大学法人青森公立大学では、下記のとおり専任教員を公募していますので、 

希望者は応募締切期日までに応募書類を郵送してください。 

 

記 

１ 募 集 分 野：「情報学」分野 

２ 職 位：教授、准教授または講師 

３ 募 集 人 員：１名 

４ 主要担当科目：学部の「情報リテラシーⅠ」。「情報リテラシーⅡ」等の情報関連 

科目、演習等を担当する。 

５ 着 任 時 期：２０２５年４月１日 

６ 雇 用 形 態：常勤（定年制） 

７ 応 募 資 格：大学院博士後期課程単位取得（見込み）者又はそれと同等の研究 

業績のある者。 

８ 応 募 書 類：封筒の表に「情報学」分野と朱書きのうえ、次の書類を簡易書留 

郵便や宅配便など、配達状況が確実に記録される方法で送付して 

ください。 

①履歴書（本学所定の履歴書を利用し、高等学校卒業後の学歴及 

び大学卒業後の職歴等をすべて記載すること） 

②教育研究業績書（これまでの研究業績をすべて記載すること） 

③審査用の代表的業績４点以内のコピー（著書又は博士論文を提 

出する場合には、要旨をＡ４用紙で５枚程度にまとめたものを 

添付すること） 

④採用後の本学での教育・研究・地域貢献（公開講座等）、学内運 

営協力等についての所信をまとめたもの（書式は自由） 

※①及び②の様式は、 

https://www.nebuta.ac.jp/university-information/careers に 

掲載しておりますのでダウンロードしてお使いください。 

   ※応募書類は一切返却いたしませんので、予めご了承ください。 

９ 送 付 先：〒０３０－０１９６ 青森県青森市大字合子沢字山崎１５３－４  

青森公立大学 事務局 総務企画グループ 総務企画チーム 

10 応 募 締 切：２０２４年６月２８日（金）必着 

11 そ の 他：この件に関しての問合わせは、本学総務企画グループ 総務企画 

チーム 吉岡・山口（電話０１７-７６４-１５５５代）にお願い 

いたします。   

以上 
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部
学
は
、
前
項
こ
昇
規
に
に
に
提
出
さ
し
た
教
業
こ
審
審
を
、
公
教
教
教
教
発
教
に
報
報
め
め

 め
こ
め
め
め
。
 

１
公
部
学
は
、
規
２
項
こ
公
業
教
業
審
審
報
報
履
、
履
経
履
公
び
公
業
業
業
体
を
、
公
事
法
公
教
に

 に
し
め
当
当
公
公
准
は
昇
昇
こ
可
可
に
係
め
表
表
こ
後
、
公
教
教
構
平
公
に
対
し
２
週
週
以
教
週
週

に
供
め
め
め
こ
め
め
め
。
た
た
し
、
当
当
公
事
法
公
教
こ
表
表
に
に
を
た
こ
し
が
可
表
さ
し
た
め
づ

は
、
こ
こ
限
に
ま
な
を
。
 

（
経
過
報
報
体
）

 
 

規
２
２
条
公
学
公
び
公
部
学
は
、
前
条
規
２
項
こ
教
業
こ
経
過
に
に
を
た
、
公
業
教
業
法
公
教
か
か

 

報
報
を
求
め
め
こ
め
が
ま
づ
め
。
 

（
公
学
へ
こ
内
内
）

 
 

規
２
２
条
公
事
法
公
教
こ
学
は
、
公
公
公
公
公
び
昇
昇
こ
審
審
を
、
公
事
法
公
教
こ
発
事
業
を
添
添

 

し
公
学
へ
内
内
め
め
め
こ
め
め
め
。
 

（
理
事
教
へ
こ
内
出
）

 
 

規
２
４
条
公
学
は
、
前
条
こ
審
審
に
基
づ
づ
、
公
公
こ
公
公
公
び
昇
昇
に
に
を
た
理
事
教
に
諮
め
め

 

こ
め
め
め
。
 

（
そ
こ
他
）

 
 

規
２
１
条
こ
こ
昇
昇
こ
実
実
に
に
を
た
必
必
な
事
項
は
、
公
事
法
公
教
こ
発
を
経
た
理
事
学
が
規
め

 

め
。
 附
公

 
 
 

 
 

（
実
行
施
日
）

 
 

２
こ
こ
昇
昇
は
、
平
平
２
２
年
４
月
２
日
か
か
実
行
め
め
。

 
 

（
経
過
経
設
）

 
 

２
こ
こ
昇
昇
こ
実
行
こ
日
（
以
以
「
実
行
日
」
め
を
を
。）
前
に
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
び
昇

 昇
昇
昇
（
平
平
２
２
年
２
月
２
２
日
実
行
）
に
昇
規
め
め
年
手
に
基
づ
づ
実
行
日
以
後
に
に
し
め
公

公
め
し
た
こ
公
公
が
表
規
さ
し
た
者
は
、
こ
こ
昇
昇
に
昇
規
め
め
年
手
に
基
づ
づ
公
公
が
表
規
さ
し

た
者
め
の
な
め
。
 

附
公
（
平
平
２
２
年
昇
昇
規
２
４
１
号
）

 
 
 

 
 

（
実
行
施
日
）

 
 

こ
こ
昇
昇
は
、
平
平
２
２
年
２
２
月
２
３
日
か
か
実
行
め
め
。

 
 

附
公
（
平
平
２
２
年
昇
昇
規
２
２
号
）

 
 
 

 
 

（
実
行
施
日
）

 
 

こ
こ
昇
昇
は
、
平
平
２
２
年
４
月
２
日
か
か
実
行
め
め
。

 
 

附
公
（
平
平
２
２
年
昇
昇
規
２
１
号
）

 
 
 

 
 

（
実
行
施
日
）

 
 

こ
こ
昇
昇
は
、
平
平
２
２
年
４
月
２
日
か
か
実
行
め
め
。

 
 

附
公
（
平
平
２
２
年
昇
昇
規
２
２
号
）

 
 
 

 
 

（
実
行
施
日
）

 
 

こ
こ
昇
昇
は
、
平
平
２
２
年
９
月
２
６
日
か
か
実
行
め
め
。

 
 

附
公
（
平
平
２
３
年
昇
昇
規
２
２
号
）

 
 
 

 
 

（
実
行
施
日
）

 
 

こ
こ
昇
昇
は
、
平
平
２
３
年
６
月
２
２
日
か
か
実
行
め
め
。

 
 


